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前回（1040回例会）の記録
平成23年９月８日（木）

■ゲスト
　大分県生活環境部
　防災危機管理課
　防災班課長補佐（総括）
　秦　尚人氏 

■ビジター
　中津RC　大東慶久君   

■出席報告
　会　員　数　24名
　免 除 者 数　１名
　対 象 者 数　23名
　本日出席者　16名
　欠 席 者 数　７名
　出　席　率　69.57%

■前々回出席報告の修正
　前々回欠席者　　７名
　メイクアップ　　２名
　欠　席　者　　５名
　修正出席率　69.57%→　78.26%

●メイクアップ
　若松（宇佐八幡）、加来（中津中央）

●欠席者
　土居、川崎、松本、矢頭、長野（定）  

◉本日の例会プログラム　観月例会　森の風　
　　　　　　　　　　　　
◎次回例会プログラム　　会員卓話　「施設の子供達から」
　　　　　　　　　　　　出納皓雄会員  

  

会長  二反田新一　　幹事  若 松  定 生　　会報担当   川 崎   　潤 　　クラブ広報委員長  加 来  敏 男 

◎ロータリーソング　我等の生業   

◎会長の時間　　会長　二反田新一
　先週の台風では死者行方不明者100人以上、未
だに孤立している人々が約470人と、また大きな
被害が発生しました。被害にあわれた方々にお
見舞い申し上げますと同時に、孤立している地
域の方々が一刻も早く救済されることをお祈り申し上げます。
　今年は日本がいかに自然災害の多い国であるかをあらため
て実感させられる年といっても言いようです。遥か昔から自
然の猛威にさらされながら生き抜いてきた我々日本人には、

「仕方が無い」とか「しょうがない」と言ってそれを受け入
れつつも、新たに立ち上がっていく粘り強さが遺伝子に組み
込まれているのかもしれないと思ったりもします。
　人間の力が到底及ばない自然災害ではありますが、準備と
心構えによってその被害を最小限にとどめる事が出来るはず
です。本日の卓話はちょうど良いタイミングで「防災につい
て」お話をいただきます。明日はわが身、わが地域で起こり
うる事として拝聴させていただきます。
　前回もお話しましたが、先月私どもの高校同窓会で東北支
援を行いました。その模様を私がスライドムービーとして作

成しました。まことに勝手ではありますが、本日の会長の時
間の残りをいただきまして、上映したいと思います。リビル
トジャパンという被災地の漁師さんに船を無償で送っている
団体を通じて、中津小祝漁港の小型漁船二隻と船外機三機を
南三陸町へ私たちで陸送しました。前半はペンキ塗り等の準
備から出発式までを、後半は現地での模様を記録しています。
漁船とは別に、石巻市に消防ホースや、ニュースでこの事業
を知った一般市民の方々から寄せられた救援物資も一緒に積
み込んでいます。
　私も現地に一緒に行ったのですが、大変な状況におかれて
いる地元の方々から多くのエネルギーとさまざまな「思い」
を頂いて帰って来ました。ロータリーの言葉にある「最も良
く奉仕する者、最も多く報いられる」が、少しばかりではあ
りますが実感いたしました。
●YouTubeに東北支援をUPしてます。
　【中津南高　復興支援】←（検索）でご覧出来ます。
  
◎幹事報告　　幹事　若松定生
●例会変更　別府東RC、 津久見RC、 宇佐八

幡RC
●週報受理　津久見RC、 仙台平成RC　　

「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために」  “Reach Within to Embrace Humanity”



「こころの中を見つめよう　博愛を広げるために」  “Reach Within to Embrace Humanity”

●国際ロータリー第2720地区ローターアクト「第27回年次大会
本登録のご案内」

●「クラブ研修リーダー」選出のお願い
●ロータリーの友英語版注文書
●ハンドサイクリスト永野明氏へご支援のお願い
●中津ＲＣより10月プログラム届く
●10月６日プログラム変更　ゲスト卓話　中津税務署長
●理事会報告
・10月例会プログラム承認の件
・バナーの注文承認　100ケ　189,000円にて
・RC細則運用内規の第一条「理事及び役員の選挙」、第五節

「役員の選任」を行い、次期会長、今期副会長として渡邉
文敏会員を選任し、承認を受けました。  

◎委員会報告　なし  

◎ その他報告事項
・梶屋歴代会長　歴代会長ミニ卓話
　タバコについて話します。また、増税され最終的には700円に
なりそうです。昨年10月にタバコが増税され、禁煙治療を受ける
方が増えたそうです。その中で禁煙補助薬「チャンピックス」とい
う薬があり、年間41万４千人が使用していますが、副作用で意
識障害などをもたらすので使用を中止する人が増加しています。
　別府中央RCの村橋さんという方が本の中で、タバコを吸って
も良いが条件がある。その条件とは、⑴沢山のビタミンCを取る
こと。⑵タバコは根元まで吸わない事。⑶沢山、水を飲む事。
⑴⑶については非喫煙者も実行してください。体内の毒素を無
毒化し血液を綺麗にするそうです。タバコ飲みのタバコについて
のお話です。  

◎ニコニコボックス　　担当：会報担当 委員会  
○渡邉会員
　秦さん　今日の卓話、よろしくお願い致します。  
○清源会員
　本日所要の為、途中退席させて頂きます。
○青木会員
　中津南高校の卒業生として、今回の復興支援は誇りに思い
ます。
○二反田会長
　青木会員、お褒めの言葉、ありがとうございました。今回
の復興支援については、同窓会の協賛金などを元に実行でき
ました。実際に行って、被災者に元気を頂きました。ロータリー
の奉仕の心が少しわかった気がします。
○加来会員
　青木会員と同じく、誇りに思います。協賛金を出させて頂
いたものが有効活用され嬉しく思います。

◎ゲスト卓話　
「大分県の防災対策について」

大分県生活環境部　防災危機管理課
防災班課長補佐（総括）　秦　尚人氏

　３月11日以降の大分県の対応について触れたいと思います。５
月１日付けで体制が変わり、地域防災計画再検討委員会が立ち
上がりました。津波については南海地震の際に大分県の沿岸に
ついても被害が想定されるので議会において津波対策の予算を
計上しました。中津の沿岸部についても２ｍの津波の予測をして
いましたが、４ｍの津波予測に変更しました。また、海抜何メー
トルかという標識も設置していく事になりました。
　また、停電などで防災無線などが通じない事も考慮し、「県
民安全・安心メール」を用意しています。３月11日以降、登録者

が増えて現在13,000名程度で目標は30,000名となっています。
http://www.bousai-oita.jp

災害とその特性
１、豪雨・台風

　気象災害の９割は、台風、梅雨、低気圧による水害・土砂
災害

２、地震
　これまでに被害を及ぼした地震の震源は、伊予灘、別府湾、
豊後水道、日向灘、南海道沖及び臼杵−八代構造線と別府−
湯布院にいたる活断層の密集地帯

３、火山噴火
　県下には、活火山として九重山、鶴見岳
　影響を及ぼす火山として、熊本の阿蘇山、鹿児島県の桜島

　県内の過去５年の被災状況については、台風や集中豪雨によ
るものが多い。
　最近は直撃する台風が少ないが直撃した場合を想定した準備
をお願い致します。

　大分県としては、災害対策基本法に基づいて災害対策をして
います。これは、Ｓ34の伊勢湾台風を契機に制定されました。
　防災対策の法体系については、国の中央防災会議の防災基
本計画を元に都道府県防災会議にて都道府県地域防災計画を
作成し、各市町村にて市町村地域防災計画を作成していきます。
地震や津波の災害時の避難場所などについては是非一度ご確認
下さい。
　地域防災計画については、⑴風水害等対策編　⑵地震、津
波対策編　⑶事故等災害対策編の３分冊で構成されています。
それぞれ、
①災害予防計画

災害が発生する以前から災害が発生した場合を予測して予防
を行う事。

②災害応急対策計画
災害が発生している最中・直後の救出、避難、応急対策、行
政の防災体制の確立について定める。

③災害復旧・復興計画
　災害による被害の復旧・復興計画について定めるもの。
があります。

　災害時体制については、風水害については、大雨・洪水警報、
地震については震度４以上において、その設置条件に応じて、
災害対策連絡室、災害警戒本部、災害対策本部が設置されます。
過去４年間の状況をみると幸い、ほとんどが災害対策連絡室を
設置する段階で終わっています。

　東日本大震災を見ると行政が被災地に対応をするまでに時間
がかかる事は事実です。
　大事な事として、

「自助」自らの生命・財産は自分で守る。
住宅の耐震化、家具の固定、避難地・避難路の確認な
ど

「共助」自分たちの地域は自分たちで守る。
自主防災組織の結成・強化
情報伝達体制整備・避難誘導体制整備など

「公助」防災機関が守る。
災害・防災情報の伝達
救出・救助・医療の実施
避難所の開設など

のバランスが大事です。特に自助と共助については、是非、ご
確認をお願いします。  
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